






























 

 先天股脱を減少させるためには,新生児期・乳児期になるべく股関節に負担の

かからない肢位をたもたせること,新生児期・乳児期の股関節の異常を早期に発

見し,適切な処置をほどこすことが必要である。このため,適切な検診システ

ム・診断基準をつくることが必要であり,股関節を保護するための養護上の注意

を一般に普及させることが大切である。 


